
第１4回 人工湿地ワークショップ 2019 in オホーツク（紋別・滝上・西興部） 

実施報告 

 報告 東北工業大学 矢野 篤男 

農研機構東北農業研究センター 加藤 邦彦 

 

1.ワークショップ概要 

 ワークショップの概要は以下のとおり 

開催日時  2019年 9月 7日（土）～8 日（日） 

■ 主   催    (公社)日本水環境学会東北支部人工湿地研究会， 

農研機構 東北農業研究センター 

■  共   催     (公社）日本水環境学会北海道支部 

■  協  力   （株）たすく, （有）ライフワーク，（株）グリーンバレー，（有）興栄フ 

ァーム 

■ 発表会会場  紋別市民会館 

■ スケジュール 

9 月 7 日(土)  事例研究発表会(13：30～17：30)  

           13：30～14：00 受付け 

           14：00～17：30  事例研究発表会 

情報交換会   18：30～ （紋別市内：会場未定）     

9 月 8 日（日） 現地見学会（8：00～14：00，最終解散 17:30） 

     ・8:00頃  集合＆出発 見学会集合場所（紋別市内主要ホテル近く：場所は未定） 

・9:30頃  見学場所【A】搾乳牛舎排水処理施設（紋別郡滝上町） 

・11:30頃 昼食（西興部村 ホテル森夢） 

・12:50頃 見学場所【B】酪農メタン発酵消化液処理施設（紋別郡西興部村） 

・解散場所 西興部村現地 14:00 頃、旭川駅 16:45頃、旭川空港 17：30 頃 

     

■参加者数：鳥取県から北海道まで多くの方々にご参加いただき参加者総数 49名（大学

12名，一般 37名）でした。今回は「伏流式人工湿地ろ過システムの酪農排水処理へ

の導入拡大に向けて」というテーマであったことから一般からの参加者では公的研究機関

研究員，公務員，畜産農家，JA職員，乳業メーカー,飼料メーカー,バイオガス発電に関わ

る建設コンサルなど多くの分野の方々に集まりいただいた。 

今回のワークショップ開催場所の紋別市は札幌から高速バスで旭川を経由して東に進み

オホーツク海に面した港町です。札幌から約 5時間の長旅で到着します。 

北海道の東の端の町での開催となり当初は何名の参加者があるか心配していましたが，

多くの方々のご参加いただきました。 



 

２．9月 7日：事例研究発表会 

事例研究発表会は発表件数 11件，下記のプログラムで実施されました。 

 

今年の事例研究発表会でセッション 1では畜産排水処理 2題，植栽浄化と人工湿地によ

る処理効率の比較,人工湿地のプラント設計の 4題の報告があった。セッション 2では日

本大学の研究グループにより生活排水処理への人工湿地の適用について報告があった。セ

ッション 3では人工湿地による廃棄物最終処分場浸出水処理について 3題の報告があっ

た。 



 

事例研究発表会の様子を下の写真に示す。 

 

  

写真 1-1 江成代表の開会の挨拶 写真 1-2 発表会場の様子 

写真 1-3 セッション 1 井上氏の発表 写真 1-4 セッション 1 辻氏の発表 

写真 1-5 セッション 2 横手氏の発表 写真 1-6 セッション 3 酒井氏の発表 



３．9月 8日：現地見学会 

 9月 8日は滝上町・㈱グリーンバレー酪農排水処理のための人工湿地ならびに西興部

町・(有)興栄ファームメタンメタン発酵液処理のための人工湿地を見学しました。 

現地見学会の行程ならびに見学場所は図１の通り。 

 

 

（１）㈱グリーンバレー酪農排水処理のための人工湿地 

㈱グリーンバレー牧場の概容は以下の通り 

 対象排水：搾乳パーラー排水 

 搾乳牛：約 400頭 

 人工湿地設置年：2011年 5月 

 段数：5段（V-V-V-H-V） 

 面積：3048㎡ 

  平均処理量：30.6m3/d 

 原水水質：BOD 6656mg/L 

 

 

 

図２ 湖南浄化センター人工湿地の概要と処理効率（見学会資料より） 

 

湖南浄化センター 

図１ 現地見学会地図 

図 1 現地見学会行程ならびに見学場所（見学会資料より） 



表にグリーンバレーでの処理水質と浄化率を示す。（見学会資料より） 

 

写真 2-1,-2は人工湿地の様子,写真 2-3,-4に見学の様子を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 2-1 1段目人工湿地の様子 写真 2-2 4段目人工湿地からの遠景 

写真 2-3,-4 人工湿地見学の様子 



（２）興栄ファーム人工湿地 

 興栄ファーム人工湿地の概容は以下の通り。 

対象排水：メタン発酵消化液（固液分離液） 

  搾乳牛：約 900頭 

  人工湿地設置年：2011年 5月 

  段数：6段（V-Vr-Vr-Vr-Vr-Vr）*V:鉛直流，Vr:鉛直流・循環あり 

  面積：15200㎡ 

   平均処理量：45m3/d 

  原水水質：BOD 17000mg/L 

 

図２に処理水質と浄化率を示す。（見学会資料より） 

 

 

写真 3に人工湿地の様子を示す。 

 

 

 

写真 3-1 1段目人工湿地の様子 写真 3-2 1段目人工湿地の様子 



 

 

以上 

 

 

ワークショップでの記念写真 

 

・ 

 

  

写真 3-3 人工湿地のバイパス 写真 3-4 6段目人工湿地の様子 

グリーンバレー牧場にて 



 

興栄ファームにて 

興栄ファームでドローンから 

来年のワークショップで会いましょう！ 


